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重松鷹泰は昭和二十一（一九四六）年三月二十五日、博多湾上陸後に
召集解除され、東京都視学官に復職。同年九月四日、文部省事務官、教科書局勤務となって、小学校社会科創設と学習指導要領社会科編の作成に直接関与した。奈良女子高等師範学校附属小主事から名古屋大学教授、そして平成七（一九九五）年八月七日に没するまでを含む、重松の業績は まさに偉業と言うにふさわしいものであるが、その全体像は十分に整理されないまま、今日に至っている。　
重松のしごとは、教師が子ども達と泥まみれになり授業が生まれる、
そこでの地道な関わりと支えが大半であり、体系的理論を明示しない。重松が目指したものが教育の自律性だからである。　
教育に自律性が担保されるには、学校現場で実際に教育に当たる教師
が、子どもについての事実を丹念に拾い、ま それを積み重ねながら、目の前の 達と真摯に向き合い考え続けて行く不断の努力が必要である。それゆえ、教師には研究者その他の理論や言説に安易に乗らなことが強く求められ 一方研究者 は、自らが教育理論を示すことで教師が目の前の子どもを見ずに れを使うこと 回避する最大限の注意が、愚直なまでに求められる。重松におけるしごとの律し方もそこに依拠する。　
筆者はこのような状況の中、いくつかの論考によって、重松の業績に
ついて若干の整理を試みたが
一
、本稿は、重松鷹泰の教育思想が生まれる
場所、その人となりと人生を追うものである。重松は、一体、時代の空気や雰囲気の中で、時代の制約 受けながらもなお、まただからこそ、教育の自律性という柔軟にして強固な思想をどのように生み出したのだろうか。　
本稿では、重松の出生から東京文理科大学入学までを追ったが、当
たった資料はまだ十分とは言えず、曖昧な部分を多く残している。だが、まずは第一歩として、本稿を世に送り出し、多くの方々 批正を頂戴することで、研究が前進するこ 願うものである。一
　
御徒町尋常小学校から府立一中時代
　
重松は明治四十一（一九〇八）年八月七日に生まれ、 下町で育っ
た。父は日本電気に勤め、一家は 下谷区練塀町一番地、現千代田区神田練塀町に住んだ。そこは、秋葉原の倉庫や物置場に隣接し 重松は家の前の路地で、妹、弟と一緒に 近隣の子ども達 遊んだ。　
重松の小学校入学に前後して、父は病身のため退職。帝国大学医科大
学二
に職員として働き始めた。家族八人は、日光御成街道、本郷通り裏
手、神田区神田五軒町、現千代田区外神田六丁目の借家に移り住んだ。
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であった。一事が万事であり、境遇の違う同級生を遠ざけ、自分の家庭環境に近い友達を捜して、生活のことを相談したり、勉強を教わったりしたが、山の手の育ちの良い同級生への憧れもあっ 。　
大正十一（一九二二）年、府立一中の二年時に、渋谷にほど近い、荏
原郡目黒町上目黒字駒場、東大農学部
八
の官舎
九
に引っ越し、庭のある家に
なってから、重松はようやく自分の境遇を卑下しなくなり、交遊範囲も広がるようになっ 。この時の 人の一人が 東大工学部教授 海軍造兵中将
一〇
、有坂鉊蔵を父にもち、後に言語学者となった有坂秀世
一一
である。
有坂の言語への関心と探究心は 一中在学当時から相当なものであった。 は、通学途中や休み時間に、自身の勉強したことや考えたことを話してくれたという
一二
。
　
中学二年で同級になった有坂秀世君が、渋谷の宮益坂終点から日比
谷の一中までの道を、わたしといっしょに歩きながら、毎日毎日 音韻についての話をしてくれたことを思い出す。ただし自分が音韻の差別がよくわからず、ただ傾聴していたことを残念に思う
一三
。
 
　
名古屋大学在職中 重松に、一中時代の有坂の様子を聞き取っている
「有坂秀世略伝試稿
」一四
該当部分と、重松による回
想一五
及び「一万分一地形
圖東京近傍
」一六
を照らし合わせながら、二人の通学経路を確かめてみよう。
　
重松がまず東大農学部官舎のある駒場から徒歩で坂を下り、二十分か
けて渋谷駅まで行く。道は渋谷駅から今度は上りとなるが、坂の手前、宮益坂下で待っているのが、玉川電車で来た有坂である。有坂は、一年生の時分は、東京府荏原郡玉川村大字瀬田一〇五六番地に、大正十二（一九二三）年九月二日、つまり二年生の九月から同郡駒沢村大字上馬
母は近傍の御徒町小学校の教員だった。　
大正四（一九一五）年四月、重松は母の勤める御徒小に入学。同級生
には人力車製造、ボール箱屋、鍛冶屋、八百屋、焼芋屋、果物屋、揚げ物屋、飾り物屋、駄菓子屋、呉服商、染 下駄 質屋、町医者、三等郵便局の子などがおり、重松は時々そ 仕事場を訪ねて、仕事の様子を黙って見ていること よくあった。秋葉原 貨物置き場や、上野公園近くの寄席、映画館にも行って遊んだ
三
。
　
小学一、 二年の担任は浜田徳太郎、三年以降は奈良直衛、重松は級長
であった。小学五年の時 三谷保校長が下谷少年団を組織し、海軍下士官の軍服を着て、子ども達を連れ、あちこち行軍したが、重松はそれにも参加した。重松は 卒業式 前後に、担任宅を訪れ、奈良から「重松、日本は天皇にいわれることに従う国だ。まちがえぬように頼むよ」と言われたという
四
。
　
大正十（一九二一）年四月二日 受験生一、 三五九、合格者一六一の
入学試験に合格して、重松は東京府立第一中学校に入学する
五
。東京下町
に育った重松の中学校入学は、まるで違う世界 足 踏み入れ とを意味した。重松は、住まいのある神田五軒町から、麹町区西日比谷町一番地、現千代田区霞が関一丁目、当時の司法省裏手の府立一中まで、片道約四キロの道のりを徒歩で通学した。　
それまで、洋服を着たことも、靴を履いたこともなく、住まいも借家
であったから、中学入学後は、裕福な家庭で育っ 同級生と 隔たりが大きく、その生活になかなか馴染めなかった
六
。山の手の同級生は、下町
の重松を、子守りをする老婆の風采、口うるさい老人だとして、 「ばあさん」と呼んだ
七
。友人の家に遊びに行くと、そこは大きなお屋敷で、バ
ター付きのパンを御馳走になったが、それが初めてのバターと 出会
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肌の有坂は同級生から尊敬されて「聖人」と呼ばれ、片や重松は「にせ聖人」と呼ばれた
二〇
。しかし有坂の「聖人」ぶりは重松にも心配だったら
しく、中学二年時、同人誌「ひばり」に真面目過ぎてわるいと書き、そういうことは直接言うべきであり同人誌に書くべきでないと担任から注意を受けている
二一
。
　
慶谷も指摘しているように
二二
、有坂は、人とあまり交わることをしない
生徒であった。繊細で純粋な 、言葉の発音につい 自らが試み、調べ、考え確かめたことを、重松にだけは話していたのであろう。有坂は発音の話を懇切に繰り返し 重松はわからない場合も根負けし わかった顔をしたという。それ以外の話題は、和漢の古典にみる聖賢の教えであ 。　
有坂と重松は、弁論部の大会や例会のために、協力して活動し
た二三
。
府立一中弁論部は、大正三（一九一四）年九月に学友会の一部として発足、同年十月十日の校長・川田正澂 よる演説「弁論 必要」を含む第一回例会から活動が始まっている。二年乙組の重松は、大正十（一九二二）年二月三日第九回大会で登壇、 「弁論部の為に」が賞牌を授与、その後、大正十二（一九二三）年度から大正十三（一九二四）年度まで役員・委員を務めている。有坂 登壇はなく、わずかに大正十三年度の役員・会幹を務めたのみである。一方、重松は、一高進学後も一中弁論部と関わり、昭和四（一九二九）年度 役員・部員
二四
を務めている。
　
重松と有坂が弁論部で活動した時期には、大正八（一九一九）年か
ら昭和四（一九二九）年まで一中で歴史を教え、後に琉球史 研究者となる東恩納寛惇が、大正九（一九二〇）年度から部員、大正十四（一九二六）年から部長となっている
が二五
、重松は、一中時代の恩師の一
人に、東恩納の名をあげているから
二六
、弁論部での東恩納とのつながりは
引澤伊勢丸九四番地一
号一七
に住んでいたから、いずれにしても玉川電車
で、瀬田のちに三軒茶屋から渋谷まで乗車、そこから重松と合流して歩いたのであろう。　
大正十一（一九二二）年当時、渋谷からは、東京市電二十二系統が、
渋谷駅前、三宅坂、日比谷、築地、水天宮前を経由して猿江裏町まで運行しているから、二人は、渋 駅から市電に乗って、そのまま日比谷で行くことは出来 。しかし 府立一中では一時間以内の距離は徒歩で通学することが定められ それに従って二人は 徒歩通学した である。その頃の一中生の登校は、ゲートルをつけた歩行登校と呼ばれるものであった。　
さて、宮益坂を上り、左手に青山師範、明治神宮外苑、青山御所を見
ながら、豊川稲荷別院の坂、現青山通を下って行くのだが、青山四丁目付近で加わるのが小原隆夫
一八
である。一行は三人となって、赤坂見附から
再び坂を上ったあと、平河町五丁目電停手 を右に折れ 永田町一丁目の大臣官邸前の通りを突き抜けて、右手に外務省 海軍省を見ながら、司法省裏手の一中に着く。赤坂見附から を上りきっ あと、三宅坂出る経路を取ると、吹上御苑を左手に見ながら 堀端のゆるやかな坂を下り、左手の櫻田門を過ぎ、司法省を通り越せば である。およそこのようにして、重松と有 は一中まで毎日 ったのだろう。　
国語学者、金田一京助によれば
一九
、有坂は一中時代、あまり級友と一緒
に遊ぶことがなく、学校中の落書きを消すために、つねにポケットに消しゴムを忍ばせて持ち歩いていたという。ま 言葉の発音 強い関心を持って、母親 口の写真を撮ったり、女中 言葉に聞 慣れない発音があると反復させてそれを自分で真似 人と話しながら突然相手をほったらかしにして一人で口 動かして発音を試みたり ていた。学究
38
地三三
、護国寺から歩いて十五分に位置する雑司ヶ谷にあった。そこは、既
に亡くなっていた東大地震学講座教授・大森房吉の旧邸宅で、その当時、内外綿会社
三四
取締役・天木繁二郎が出資して経営、天木の親戚で未亡
人の木川能知が家族とともに暮らしていたのである。　
訪れた重松は、正敏館で生活する長坂を知るが、木川は天木の妹、長
坂は二人の甥であった。こうして、一高二年時より、重松は学資と小遣いを援助してもらいながら、長坂と机を並べて正敏館で生活したのである三五
。正敏館には、長坂のほか、長坂の兄・明次郎、早稲田大学学生・岩
波模一も一緒だった。二人は徒歩で電停の終点護国寺前まで行き、そこから乗車して上富士前町電停 一旦下車、別 系統 乗り換え高等学校前電停で降りる、その経路を毎日往復し
三六
。
　
正敏館での重松と長坂は、朝の掃除や水汲みをし、裏手にあったテニ
スコートでテニスを楽しむこともあった。長坂はボート部でコックスをつとめ、正敏館に帰ると静かに読書を 、考えを深める生活をする一方、重松は 澎洽会や弁論部、府立一中同窓会如蘭会事務のため、外出することが多かった。（二）府立一中如蘭会　
重松が一高時代に、かなりの時間を費やしたものの一つが 府立一中
同窓会如蘭会であ 。如蘭会 明治十八（一八八五）年頃、府立一中有志によって作られ、会則を改正しつつ運営を続けていたが、事実上 消滅状態であ た。大正十四（一九二五）年、校長・川田正澂 校内幹事で英語教諭・岡田明達
三七
のもと、新会則を定めて復活後、如蘭会名簿訂正
及び会報発行のため、臨時委員を委嘱して活動を再開した。委員の一人が重松であり、別 一人が一中時代に一緒に通学 た小原孝夫であっ
相当程度強かったものと推察される。二
　
第一高等学校時代
　（一）長坂端午との出会い　府立一中四年を修了し
二七
た重松は、大正十四（一九二五）年四月、第一
高等学校理科乙類に進学した。 『官報』第三七九〇号彙報で、第一高等学校理科乙類合格者七十一名中、名簿二番目が後に重松の親友となる諏訪中 五年卒業で一歳年上の長坂端午
二八
、六番目が重松である
二九
。
　
一高理科の五組のうち、独語 習って東大医学部に進むのは、四組と
五組の乙類であったが、重松の所属する五組で、成績首位、総代が、長坂であっ
た三〇
。一高生のうち、一年生は全員入寮する仕組みになってお
り、重松は和寮十番、長坂は和寮三番で、寮では別々の部屋であった
三一
。
寮生は 学校が休みの時や日曜日には、自宅に戻って生活をするのが通例であった。　
重松は、東京高等工業学校の大岡山にある官舎で休み 過ご た。大
学昇格運動をしていた浅草区蔵前東片町の東京高等工業学校は、大正十二（一九二三）年九月一日、関東大震災で全ての建物と設備を失い、翌年四月、大岡山の仮校舎に移転 昭和四（一九二九）年四月一日に東京工業大学として発足しているが
三二
、父は東大から大学昇格前の東京高等
工業学校に異動 なっていたのである。さてもちろん、重松には別室長坂がどこで休日を過ごし るかについて知る由もなかった。　
それを知ることとなったのは、母の同僚、木川能知の厚意で、木川が
家族と暮らす正敏館の育英会奨学生になる話をもらい 挨拶 ためにそこを訪れたのがきっかけだった。正敏館は小石川区大塚坂下町七十番
39
意が伝わってくる。（三）日蓮の研究会と黒上正一郎との出会い　
一高在学時、重松が熱心に取り組んだのが、弁論部と澎洽会である。
弁論部については、府立一中弁論部のところで若干ではあるが先述したので、ここでは澎洽会について詳述する。　
澎洽会は、日蓮聖人の御遺文を勉強し討論する研究会である
四六
。この会
では、伊豆に旅行に行ったりすることもあり、それほど堅苦し ものではなかったようであるが
四七
、重松は熱心に、日蓮の伝記やその考えを追っ
ている
四八
。
　
その会をきっかけに出会ったのが、黒上正一郎
四九
である。
　
重松が黒上に最初に会ったのは、二年生の 。会のメンバーが連れ
て来た黒上に、自分も勉強させてはくれないかと言われた、昭和二（一九二七）年のことであ
る五〇
。重松はそこで、黒上が徳島の藍問屋の一
人息子であり、菅原道真、親鸞上人 研究を経て、聖徳太子、明治天皇の研究をしているという話を聞かされているが、その後、黒上 誘 れて、本郷東大正門近くにある下宿屋を二、 三度訪
ね五一
ている。この交流を
通し 二人は友人となっ
五二
。
　
黒上は、徳島商業学校を大正八（一九一九）年三月に卒業し、同月、
阿波商業銀行に勤務したが、大正十三（一九二四）年に退職 独学 聖徳太子の研究に取り組んでいた
五三
。その後、自らの一連の研究が東大の入
沢宗寿に認められ、徳島師範附属小時代の親友で一高生、梅木紹男 相談、本郷に下宿していたのである
五四
。梅木は、徳島中学から一高文科乙類
に進学し野球部で活躍したが、肺病療養のため徳島の橅養町岡崎にある黒上別邸に身を寄せていた
五五
。
た三八
。
　
臨時委員は、大正十五（一九二六）年四月、住所不明の二、 五〇〇名
に会費払込依頼状と現状調査カードを送付し、約九〇〇名の返信をもとに原簿を作成。十月には正式に庶務委員および幹事となって、翌昭和二（一九二七）年、九月に改正名簿を完成させている。その後、創立五十年記念事業の寄付金募集に係る事務、 『五十年史』編集における関連文書および卒業写真等の収集・整理、学校への資料提供 行い、昭和四（一九二九）年八月、 『五十年史』草案を学校側に渡している。重松は委員として、これらの雑務 関わったのである
三九
。
　
加えて重松は、 『五十年史』草案作成にともない、いくつもの記録を
執筆した。 『五十年史』で確認出来るもので言えば、 「弁論部史」
四〇、 「雑誌
部史」のうち日比谷時代後
期四一
、 「水泳部史
」四二、 「庶務部史
」四三、 「如蘭会」お
よび「 （附）庶務委員会活動 録
」四四
がそれに該当する。これらの記録を
読むと、重松が手を尽く 資料を探し、それらを付き合わせて 正確な記録にしようと尽力したことが了解される。　
また、 『五十年史』巻末には「如蘭会員及生徒名簿」が付されている
が、現職員の職名・受持学科・就職年月・本籍地・氏名・住所、旧職員の受持学科・就職年月 退職若クハ転 現在住所・氏名・住所、明治十五年から昭和四 卒業生までの、職業・氏名・住所、現補習科及び第五学年から第一学年までの生徒の氏名・住所が網羅さ 、名簿編集は精緻を極め、その作業は相当 過酷であったと拝察する。　
重松の『五十年史』への尽力に関連して、発行当時、第一高等学校長
で府立第一中校長を兼務していた川田も、 「本史編纂は主 本校出身者の団体たる如蘭会庶務部委員の献身的努力によれり」と明記 おり四五
、そこからもまた、多くの時間を割い 重松や小原を含む委員の誠
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主となれ」 「父は何時までも待たず」と書かれた、一枚の紙切れを渡され六三
、海路で大阪天保山から和歌山、そこから徳島の小松島港に渡った
六四
。
　
黒上は、小松島港に入港する重松の船を桟橋で迎えた後、旅館で歓迎
会を開いて歓待。翌日、徳島の黒上宅二階に泊め、その二、 三日後、重松の赴任地大津村にほど近い橅養町岡崎の、梅木が療養する黒上別邸に、重松を連れて行った
六五
。
　
橅養町は、林崎、岡崎、農業地域である木津をのぞく地区では、既
に明治二十二（一八八九）年には塩田面積二三四町二反一二歩、釜数一一五、製塩高十二万四三〇石の、藩政期からの入浜式塩田による製塩業が盛んな町であった。また大正二（一九一三）年、徳島専売支局 設置された際、明治三十八（一九〇五）年林崎に設置された橅養塩務局は、徳島専売支所の出張所となるほど、この地区での製塩業 徳島で重要な位置にあっ 。加えて、足袋製造も行われ、大正中期の生産量六〇〇万足を越え、生産額も二〇〇万円以上であった。岡崎には、郡役所・警察署・県立橅養中学校・同橅養 等女学校が設置され、板野郡の政治・経済・文化の中心地として 役割を果 し、また岡崎からは淡路島に渡る旅客船が運行され、旅館・海水浴場もあって 保養地としても栄えていた
六六
。
　
重松の赴任した大津村は、戸数・明治四十（一九〇七）年八三九・
大正八（一九一九）年七七〇、人口 明治四十（一九〇七）年
 
五、 〇六六・大正九（一九二 ）年四、 四九八 大正四（一九一五）年徳長で織布の織物工場が創業、大正十一（一九二二）年の職業別個数は、農業六五八・商業二三二・漁業一二 工業八〇であった
六七
。
　
重松は比較的にぎやかな橅養に下宿し、半農半漁で織物関係の商売も
ある大津村の小学校まで通勤したのである。
　
黒上は、大正十四（一九二五）年、東大文学部教育学教室において、
「聖徳太子の研究」を講演、その後、昭和二（一九二七）年にも「教育者としての空海と最澄」 、一高の瑞穂会でも「聖徳太子の人生観と日本文化」 題する連続講演を行った
五六
。重松が知り合った黒上とは、その黒
上であったが、当時の重松は黒上が何をしているかについての詳細は知らず、友人として付き合っていた。三
　
代用教員時代から東京文理科大学入学まで
　（一）徳島での代用教員生活　さて、休日以外は、ともに生活をしていた重松・長坂の学業成績は、
一緒に上下しながら、十位以内にあった
五七
。しかし、東大医学部受験の結
果は、大部分の同級生が合格する中、二人揃っ 不合格であった。この時、第一高等学校長・川田正澂は、重松の不合格を知り、如蘭会庶務委員を任せた事についての詫び状を重松の父に送 ている
五八
。
　
二人は昭和三（一九二八）年三月三十一日、第一高等学校を卒業
五九
。重
松は徳島県板野郡大津村の大津東尋常高等小学校代用教員に
六〇
、長坂は郷
里諏訪の諏訪尋常高等小学校で、二年の女子組三十三人を一年間担任する代用教員になった
六一
。
　
重松が徳島に代用教員として赴任したのは 一高二年時から友人と
なったばかりの黒上に、入試不合格を相談したことに端 発している。相談を受けた黒上は、徳島県の学務課長に頼み それが代用教員の話につながったのである
六二
。
　
昭和三（一九二八）年四月三日、徳島に赴任するため、家族の住む、
大岡山の東京高等工業学校官舎を出発する際、重松 父から 「随所に
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に、深く心を打たれ、それを媒介に聖徳太子を理解したのである。　
もちろんこの聖徳太子歌には、過去現在因果経において、釈尊の同様
の場面があり、日本書紀・推古天皇二十一（六一三）年には、聖徳太子が片岡に行き倒れた死人を仙人と見抜いた長歌がある
七一
。また、長歌を母
胎として太子の慈悲を物語るために宮廷歌人がその心を巧みにこの短歌一首で表現したという指摘もあ
七二
。けれども、いずれにしても重松が、
高い身分にある聖徳太子の 名 なき行き倒れの旅人への慈悲に、心寄せたことには間違いないだろう。したがって、黒上を端緒とする聖徳太子の思想への接近と理解は、黒上が生きてい 頃に明瞭な形を持っていたのではなく、重松が親 んで た仏教と関わりの深い聖徳太子に思いを馳せることを通して、無意識のうち 始まってい と考えるのが妥当であろう。
七三
 
　
この代用教員のとき、受持の子をつれて撫養川の堤を歩いていて、
撫養中のボート部の人たちに、 「先生便用、先生便用（おしっこ） 」とはやし立てられて、先生たちの味方にならなければと思ったのも、第五の転機であり、この翌年に父が急逝し、東大医学部の受験をやめて、東京文理科大学教育学科に進もうと たのは、この転機の延長であろう。
七四
　
府立一中の同級生 多くは、経済的に恵まれ 家庭で育った子弟が多
く、一方重松は下町で育って、ある意味場違 な中学校生活 送っ いたから 橅養中学校の生徒が小学校教師を見下すことについては、あまり良くない意味で理解したものと思われる。しかし小学校教師としてそのような世間の見方にさらされるのは初めてであった。重松が経験
　
黒上は明治三十四（一九〇一）年九月二十四日生まれ、重松はその七
年後の明治四十一（一九〇八）年八月七日生まれであるから、重松が徳島に渡った当時、黒上は二十六歳、重松は十八歳であった。重松は、代用教員として、四月から一学期間を勤め、その後十二月まで居残って橅養町で過ごした。その間黒上とは、中津峰山の如意輪寺に行き、近くの旅館に一緒に投宿するなどしている
六八
 。
　
愚鈍なわたしは、黒上さんの研究の様子や内容をお聞きしようとは
しなかったし、黒上さんも、その追究の様子を教えてはくれなかった。その わり、 「相共に凡夫」という が太子様の強調しておられることだというのを 毎回きかされたように思う。また、敷島の道、すなわち和歌が大事だということも、繰り返し言われた。前者は、前からのわたしの考え、常不軽菩薩の「我深く汝を敬い、あえて驕慢せず」と一致する 、後者は万葉集を読んでは味わい直していけば、たしかにその通りで納得がいった。納得というより共感できたと うべきだろう。太子様の「家にあらば妹が手まかむ草枕度に臥せるこ 旅人あはれ」など心にしみ付いては れなくなった。
六九
 
　
重松は黒上のことを聖徳 研究者だか 尊敬して たのではな
く、親しい気持をもって友人として接し、敢えて黒上も研究上の話はしなかったのであった。黒上に会う度に聞かされたのが、 「相共に凡夫」という聖徳太子の言葉ではあったが、重松は日蓮についての勉強を通して理解していた法華経常不軽菩薩品第二十の「我深く汝を敬い、あえて驕慢せず」の文脈でそれを理解し、聖徳太子の思想と て直接受け容れてはいない。だが一方 万葉集巻三、挽歌冒頭に置かれた聖徳太子
歌七〇
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くる。代用教員をしたということが、その背後にあるが、このことがなければ、二人は二人とも、医者になっていたはずなのである。
七九
　
重松の背中を押し、教育の道を歩むことを決意させたのは、長坂の迷
いのない、ともに歩んでくれようとする、静かで温かな情である。しかし、長坂による回想「代用教員時代の思い出」
八〇
によれば、この時の長坂
は、熱心に教材研究や学級経営に取り組み、自分とペスタロッチを重ねて、教育という仕事の可能性を感じてお 、そのことを重松も後年認めている
八一
。したがって、右のくだりは、それを知った上での、重松の奥ゆ
かしい長坂理解と言えよう。　
東京文理科大進学についての経済面は、第一高等学校長・川田正澂
が、重松の父が亡くなった事をどこかで聞きつけ、東京都学務課に再三交渉して、一高理乙卒業で文理大入学前 重松を、府立一中の授業嘱託としたのである。重松は昭和四（一九二九）年三月十五日より同年八月十日まで、嘱託国語教員となり
八二
、作文の指導を担当した
八三
。
（二）東京文理科大学入学　
昭和四（一九二九）年四月に開学したばかりの、東京文理科大学入学
後、重松は、府立一中時代 弁論部部長で歴史の 師をし、第一高等学校教授となっ
た八四
東恩納寛惇の紹介で、琉球王の孫、尚裕の家庭教師と
なった。鎌倉坂ノ下一五九番地にある新渡戸稲造の別荘に住み込んで
八五
、
尚裕と一緒に暮らし、そこから東京文理大に通学した である
八六
。東恩納
寛惇は尚裕氏の名付け親であった。尚裕は成城小 校五年生 鎌倉において病気療養中だったのである
八七
。重松は別荘に住み込みの家庭教師を
しながら、家族を ってい ため、正敏館での奨学生として 資格を除
たのは、重い責任と労務を担い、薄給に堪えながらも、世間一般からはなかなか真の尊敬を得られない小学校教師の生活であった。
七五
　
重松の浪人生活は、結果的に転機をもたらすが、この時期も相変わら
ず東大医学部を受験するつもりで、漠然と受験勉強を続けていた。だが興味深いことに、現場教師が使う「環境整備」という言葉に悩み、それについて教えてもらおうと 田植え休みに、奈良女子高等師範学校附属小を訪問し いる。そして当然 ことではあるが、主事である木下竹次の著書も、附小研究誌『學習研究』についても無知であった
七六
。代用教員
での経験が直接、重松を教育の道へと歩ませたのではなかったのである七七
。
　
重松は昭和三（一九二八）年の年末に徳島から引揚げ、年明け早々、
大きな岐路に立つ。昭和四（一九二九）年一月八日 父が急逝したのである。　
父の死後、それはいつ頃のことかは分からないが、重松は、上諏訪の
湖柳町にある長坂の家を訪ねた。アルバイトをし 弟妹五人を育てなければならないが、医学部はアルバイトがしにくく、また一年間余計 修学しなければらない ついて 、医学部受験を諦め、高等学校理科卒業でも受験可能な、新設される東京文理科大学教育学科に進みたい。それを許してはくれないか、と長坂に相談した である。長坂 話をしたのは片倉温泉の公衆浴場であった
七八
。
　
長坂君は、そこで「よし、重松、おれもいっしょに、文理大に行っ
てやろう。家庭教師の仕事などしながら。大学を卒業することは、とても大変だ。おれもいっしょにいってやるぞ 」といってくれた である。済まない、というのか、有難い、という か、今でも涙がでて
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知りは少なく、親しくしている人はいなかった。この飯田君がどういうわけか、始終わたしの傍にやってくるのである。到頭、わたしはうしてなの と彼に ずねた。すると彼は「自分が心を傾け、信じている河村理助先生の精進道を君に伝えたいからだ」と説明してくれた。わたしは妙なことだ あと思ったが、わ しも河村先生の講演を一度聞いたことがある で、飯田君が貸してくれた「体験生活」や「平和の心境」という先生の本を読み、また先生の主宰しておられる精進会の雑誌を読んだりした。四年修了とともに、わたしは一高に、彼は文化学院に進んだが、彼はほとんど毎日のよう に葉書をくれた。一高の席で同室の人たちから「 うし わけか」と不思議がられるほどであった。高校一年の終 り頃 彼は病気を発病させ、葉書も思うように書けなくなったのか 大正十五年二月二十四日付で、 「我不惜身命
　
唯惜精進道
　
天精
　
景天君。南無精進
　
南無精進
人」という血書のカードを、送ってきてくれた。余り ことに、おどろいたが、彼の真意 十分 汲みとることができなかった。彼が再発した肺結核のため、この世を去ることを覚悟し、それだけ強く、自分を自覚させてくれ 精進道を、広く伝えていきたいと願い、わ しに精進道を伝えようとしてくれたことが、後にな 、だんだんわかってきた。その年の夏休みには、房州 白浜に転地療養をして る彼を、見舞に行ったが、その後しばらくして、 の世 去 。
九四
　
重松最晩年の回想 よれば、飯田君 血書は、 「我不惜身命
　
唯惜精
進道」 「南無精進人、天精、景天君」の二枚が、定期入れにはいるような紙片二枚に書かれて、肌身離さず持っていることが出来るようになっており、応召中以外はそのようにしたとある
九五
。また重松に頼んで、お守
籍してもらった
八八
。重松は尚裕とあちこち旅行をし、その先々で一緒に歩
いたと言う
八九
。
　
黒上に教えられた聖徳太子について、重松が勉強を始めるのは、東
京文理大に入ってからのことである。重松は長坂と一緒に、 『三経義疏』を読み、十七条憲法を誦じた
九〇
。文理大での指導教官は、篠原助市で
あっ
た九一
。学長となる予定の東京高等師範学校校長・三宅米吉が昭和四
年（一九二九）一月 突然逝去し、急遽、松井簡治が学長事務取扱となり、外遊中の大瀬甚太郎が一二月に学長に任ぜられたため、大瀬の後任として 篠原が東北帝国大学より転任したのであった
九二
。
四
　
市井の人びと
　
東京文理科大学入学までにおいて、重松は実 様々な人達と出会って
いる。それは小学校、中学校時代の友人であり また教師であるが、とりわけ、かけがえのない出会い 重松 人生を大きく左右する出会いは、黒上正一郎と長坂端午であることに間違いはないであろう。し、重松による回想を読んでみると、唐突に登場する、市井の人びとがいることに気付く。そのうち 一人が飯田貢である。（一）飯田貢　
飯田貢は、結核を患い、重松が府立一中四年になった時に同級になっ
た。その後、重松が一高 入学後、三年程 亡くなったが、卒業後一年目の時分に、血書を重松 預けている
九三
。
　
結核で休学しており、四年生になって同じ級になった飯田貢君とい
う人がある。この人は、もともとわれわれの上級生なのだから、顔見
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ならせてしまった。たしか長男で、御夫婦とも、とても可愛がっておられたのであるから、悲嘆にくれるのは当然であったが、御通夜もすぎ、野辺の送りというときには、樽のような棺にいれて、赤穂さんと親戚の二人で、それを担いで、火葬場へとはこんでいか た。わたしはその姿をみて、ひどく心を打 れ 。あんなに可愛がって、おられたのに、あんな素朴 形 、い にも淡々とはこん 行かれるのはどうしてであろうか と疑ったのである。そしてそれは赤穂さんの信仰の深さによるものだと悟った である。
九八
　
重松が一高在学時、日蓮聖人 御遺文を読む研究会 活動をしていた
ことは先述した。御遺文は、時代とともに収録されるものが増えており九九
、重松が読んだ御遺文がど 出版物であ かは定かではないが、御
遺文に必ず含まれる三大部、 「立正安国論」 「開目抄」 「如来滅後五五百歳始観心本尊鈔」については、重松も読んだこ は想像に難くない。 「立正安国論」は周知の通り、日蓮が文応元（一二六〇）年、時の将軍・北条時頼に提出した意見書。 「開目抄」は伊豆配流から佐渡配流時にかけて書かれ、 「如来滅後五五百歳始観心本尊抄」は佐渡配流時に書かれた、それぞれ、文永九（一二七二）年、十（一二七三）年の作である。三大部には、様々な経典が引かれてお 日蓮の考えの中心には法華経があるから、三大部を読む際に そ を参照せざるを得ない。重松が御遺文を読みながら法華経を何度も参照したのは自然のことであろう。　
事実、先述したように、黒上が度々口にする「相共に凡夫」という聖
徳太子の言葉を聞いて、重松 常不軽菩薩品第二十にある「我深く汝を敬い、あえて驕慢せず」との一致 見出している。黒上の言葉を聞いて法華経該当部分との一致を見出すことが出来るのは、法華経序品
り袋の中の血書を見せてもらったという証言もある
九六
。血書を肌身離さず
持ち歩く重松 行為は、飯田君のことを思 気持と、飯田君が書き残した言葉が、晩年になるにつれて明瞭な輪郭 もち、重松に自らの生き方と生きる意味を問うたからであろう。　
また、当時、飯田君が重松の傍にやってきたのは、一中同級生の有坂
に通じるところがあるが、重松に自然と備わっている親しみ安さ 優しさであろう。この親しみ安さと優しさは、おそらく、重松が幼少期に下町で育ち、また小学校時代には上野御徒町界隈のさまざまな商売人や職人を親に持つ友達と、自然に交流していたところから来る のではなかったかと考えられる。　
そしてまた、 「先生とか、友人とかいう枠を忘れて、それぞれの人間
としての一生懸命の道を歩いて行 うとすること。飯田君の精進道に精進しようとしていたといえよう」
九七
と重松が言っているように、飯田君が
教えてくれた精進道、一生懸命の道は、地位や年齢その他の上下を超越し、現実生活での高い地位や 活を求め 志ではなく、変動する社会で自らのつとめるべきこと、自分の役割 どう果たすべきかを求め続けることを重松に示したのであった。（二）左官職人の赤穂善蔵　
東大医学部不合格と黒上との縁によってもたらされた、重松の代用教
員時代の回想で、唐突に登場しひときわ目を引くのが、重松が下宿をしていた左官職人の赤穂善蔵である。
　
橅養（現在の鳴門市）で下宿した左官やの赤穂さんのことである
が、わたしが下宿していた頃、四才か五才の坊ちゃんを、疫痢でなく
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五
　
暫定的なまとめとして
　
重松の回想に登場する飯田君と赤穂さんは、精進して懸命に生きる、
当たり前で普通の正しき人である。しかし、当たり前で普通の正しさほど、それを続けて行くことはきわめてむず いことは誰もが知るところである。東京文理大入学までの重松は、直接の利益にはならない如蘭会の雑務をつとめ、それが一つの要因となって東大医学部を落ち、浪人の代用教員時代には子どものために生 ようと思い、父の死に際しては進路変更を率直に長坂に詫びるため諏訪まで足を運んでいる。まさに重松は、右往左往しながら懸命に生き おり、飯田君や赤穂さんに通じる生き方を実践しているのである。もちろん、府立一中、一高という選ばれた人達が歩む道にあったことは確かではあるけれども、 から余計に、飯田君や赤穂さんが、市井の人 しての生き方を重松に問いかけ迫ったと考えられるのである。　
有坂や黒上との不思議なまでの親和性と、東恩納や川田、長坂に助け
られた事実は、重松が余りに愚直で を示唆し、亡くなる前に大岡山官舎で重松を見送った父の言葉は、そのような重松を嬉し もあり憂慮していたことを暗示する。重松の愚直さは、市井の人としてようした結果とも言えるのである。　
本稿の手がかりの中心は、重松自身による回想 あるから、即断は慎
まなければならないけ ども、様々なしごとをし 困難を乗り越え、静かであった晩年を知る一人としては、その回想を活字にしようとつとめた重松をまだまだ信じてみよう 思うのである。　
本稿は重松の人なりと人生のうち、その入り口を素描したに過ぎな
い。東京文理大から豊島師範学校、東京都視学官と歩んで行くそ 後
第一から、方便品第二、提婆達多品第十二、如来寿量品第十六、如来神力品 二十一 嘱累 十二、観世音菩薩普門品第二十五、陀羅尼品第二十六、妙荘厳王本事品第二 七 普賢菩薩勧発品第二十八に至る要品と法華経全体について、その構造や内容を理解しているからである。加えて、 「日蓮上人の研究をしている樹（ママ）洽会に入り、その伝記やその考えを追いました」
一〇〇
と言及しているから、法華経を読む際には、
法華経身読としての の生涯と 自らの生き方を重ね合わせていたと思われる。　
したがって、赤穂さん宅での子どもの死に遭遇した重松の右の文章
は、重松における日蓮と法華経への理解 文脈で理解す 必要がある。すなわち、赤穂さんが子どもを亡くした 右 くだりで、悲嘆にくれたあと遺骸を素朴に淡々とはこんで行ったことから重松が想起するのは、法華経においては提婆達多品第十二 あり、そのうち竜王の娘が出てくる部分
一〇一
、たとえ竜でも女性でも子どもでも、仏の道を一途に求めること
で成仏し、普遍的存在になるという箇所である。　
重松には、我が子の死を嘆き悲しみながら、野辺送りをするのが親で
はないかという思いがあったが、念仏を唱えた後には淡々と野辺送りをする赤穂さんに、不 議さ ともに崇高さ 感じ、その訳を考えた であろう。法華経と念 は直接には関係が いが、法華経を 程度理解していた重松は、野辺に送る子どもを、 ずか数年しか生きなかった可哀想な我が子として執着するのではなく、その子もまた仏 なる尊い存在として敬い断念すべきだと、気付かされたのであろう。したがって赤穂さんも、幼い息子が永遠の存在 なることを悟り、それゆえ 野辺送りにのぞんだのだと 了解したのであろう。
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  五
 　
日比谷高校百年史編纂委員会編『日比谷高校百年史
　
上巻』 （日比谷高校百
年史刊行委員会、一九七九年）七六八頁。
  六
 　
重松「教育問答・人さまざま（四三） 」 （ 『考える子ども』第一七二号、
一九八七年三月） 。
 
七
 　
重松、教育問答・人さまざま（五二） 、考える子ども、第一八一号、
一九八八年九月。
  八
 　
帝国大学農科大学は、大正七（一九一九 年の帝国大学令改正で東京帝
国大学農学部となっている（前掲『東京大学百年史
　
部局史』 ）六九六頁〜
七四七頁。
  九
 　
明治二十五年の「農科大学略図」 （ 『帝国大学一覧』明治二十五年至明治
二十六年）によれば、官舎は大学敷地の北縁の西と東、南縁の東にあることが確認出来る。 『東京大学百 史
　
資料三』 （東京大学出版会、一九八六年）
四一四頁〜四一五頁。
一〇
　
慶谷壽信「有坂秀世略伝試稿─出生から高等学校卒業まで」 （ 『人文学報』
東京都立大学人文学部、第一八〇号、一九八六年三月）を参照した。
一一
　
明治四十一（一九〇八）年九月五日生まれ 昭和二十七（一九五二）年三
月一三日没。日本の言語 者。大正四年四月、学習院初等科入学、大正十年三月卒業。同年四月、東京府立 中入学、大正十四年三月、第四学年修了。同年四 、第一高等学校文科乙類入学、昭和三年三月、卒業 同年四月京帝国大学文学部言語学科入 、昭和六年三月 卒業。昭和一四 四 、大正大学講師嘱託（国語学史） 昭和一五年三月辞任。同年同月、 『音韻論』 （三省堂）出版。昭和十八年五月、東京帝国大 より文 博士の 位を授与（韻論） 。昭和十九年九月『国 音韻史 研究』 （明世堂）出版。昭和二十七三月『国語音韻史の研究』により日本 士院賞を授与 「有坂秀世博士略年譜」 『国語学』一九五二 ） 。なお、慶谷によれば 有坂出生の地は、呉市大字荘山田村小字三番町 丁目七三番地である。 （慶谷壽信「有坂秀世博士の出生の地とその父鉊蔵のこと」 『言語』大修館書店、第 三巻第一 号、一九八四年一一 ） 。
一二
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（四三） 」 。有坂の学会デビューは、昭
和六（ 三一）年十二月、 「音声 認識について」であり、これが後 引き継がれているという（釘貫亨「書評・有坂愛彦・慶谷壽信編『有坂秀世言語学国語学著述拾遺』 」 （ 『国語学』第一六〇集 一九九〇年）
一三
　
重松「教育問答・人さまざま（八七）─共に歩む人（一） 」 （ 『考える子ど
も』第二二一号、一九 四年十 月） 。
ついては、次の重松の言葉を掲げつつ、稿を改めて示したいと思う。
　
　
一般にいわれている指導力というものを、わたしはあまり大きく評
価しない。その人たちといっしょに考えていこうとすることを、わたしは導くことととらえている。そ てわれわれの生き方の根底に流れているものが、名もなき民のねがいであり、努力であると考え、人びとがそれに気付くようにすることが、導くことであり、共に生きていくこ だと考える。
一〇二
　
注
  一
 　「重松鷹泰による『奈良の学習法』の継承と発展」 （ 『学習研究』第四五八号、二〇一二年） 「社会科教育における重松鷹泰の授業分析の意義─『子どもがする授業』の発見と追究に着目して」 （ 『社会科教育研究』一二一号、二〇一四年） 、 「問題解決学習から『しみじみとする授業へ』 （三）子どもが教えてくれるさまざまなこと」 （ 『考える子ども』第三五四号、二〇 四年一月） 、 「同（四 思考の感応・共存の感情」 （同、第三五五号、二〇一四年一月） 、 「同（五）学年的発達・共存の感情」 （同、第三五六号、二〇一四年月） 、 「同（六）学 的発達・共存の感情（承前） （同、三 六七月） 。
  二
 　
東大医学部は、明治十（一八七七）年四月十二日に東京大学医学部となっ
た後、明治十九（一八八八）年三月一日、帝国大学令によって帝国大学医科大学、大正八（一九一九）年二月六日、帝国大学令改正にともない東京帝国大学医学部となった。 （東京大学百年師編纂委員会『東京大学百年史
　
部局史
二』東京大学出版会、 八七年）三頁〜三七頁。なお本文中の東大は、京帝国 の略。
 
三
 　
重松「教育問答・人さまざま（九〇） 」 （ 『考える子ども』二二四号、
一九九五年） 。
  四
 　
重松「教育問答、人さまざま（八九） 」 （ 『考える子ども』第二 三号、
一九九五年） 。
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年五月） 。
二九
　「彙報
　
入学許可
　（前略）第一高等学校ニ於テ同十六日ヨリ高等科ニ
（中略）入學ヲ許可セシ者ノ氏名左ノ如シ（内務省、文部省） 」 『官報』第三七九〇号、大正十四年四月一四日（火曜日） 。なお重松は「入学試験の成績順で、組分けも座席も指定されていた。わたしは八〇人中八番だったのか、五組のトップで、組の総代だったのが長坂端午君だった」と書いているから、慶谷前掲書 も指摘があるように『官報』掲載の合格者名簿の順序は入試の成績順であると 考えられ
三〇
　
重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人」 （ 『考える子ども』第
二二二号、一九九五年一月） 。
三一
　
重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 （ 『考える子ども』第一一三号、
一九七七年五月） 。
三二
　『東京工業大学一三〇年史』 （東京工業大学、二〇一一年）七九頁〜九一頁。
三三
　
大正十四年第四学年修了者の重松の住所は、小石川大塚坂下七十となって
いるため、この住所を正敏館と判断した（前掲「如蘭会員及現在生徒名簿
　
本校出身」七五頁（ 『五十年史』 ） 。
三四
　
内外綿会社（ないがいわたがいしゃ）は、第二次世界大戦前の中国におけ
る日本資本紡績業、いわゆる在華紡の代表的存在で、大正十四（一九二五）年の五
 ・三〇事件など中国の民族的労働運動の中心的舞台ともなった。昭
和十二（一九三五）年現在 上海九工場、青島三工場、金州三工場 設備は紡績四六万三千三百二十錘、織機四千九百 十三台で、紡績錘数は民族資本の申新紗廠と首位を争い在華紡の二〇％を占めた。日中戦争勃発によって青島工場を失ったが、大陸重工業・日本医療・東亜油脂重化学工業にも進出した。敗戦によって在外資産すべてを接収され、昭和 十三（一九四八）十二月、第二会社として新内外綿・日本水力工業 設立 二十四（一九四九）年二月解散した（ 『国史大辞典』吉川弘文館） 。なお、天木繁 郎は、明治四十五（一九一二）年一月の臨時株主総会で取締役に就任 以来 昭和十二（一九三七）年現在、同様の地位にある（ 「年譜」 「役員一覧」参照、 『内外綿株式會社五十年史』 九三七年） 。
三五
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八九）─共に歩む人（三） 」 。
三六
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。 「護国寺の終点から市電で上富
士町前で乗り換え、本郷弥生町まで、往復し 」とあるが、大正十四年 地図で確認すると、電停名に本郷弥生町はなく高等学校前となっている で訂正した。
一四
　
前掲、慶谷「有坂秀世略伝試稿─出生から高等学校卒業まで」 。
一五
　
重松「教育問答・人さまざま（八四）─孝夫君の事例」 （ 『考える子ども』
第二一七号、一九九四年五月） 。
一六
　
大日本帝國陸地測量部、明治四十二年測圖大正十年第二回修正測圖同十四
年部分修正、大正十五年六月二十五日印刷同六月三〇日発行（ 『明治・大正・昭和東京一万分一地形図集成』柏書房、一九八三） 。
一七
　
慶谷前掲書では、有坂の住所は一中二年九月から、駒澤村大字馬引澤八四
番地壱号となっているが、 「如蘭会員及現在生徒名簿
　
本校出身」 （東京府
立第一中学校編『東京府立第一中学校創立五十年史』東京府立第一中学校、一九二九、以下『五十年史』とする）には、駒澤村大字上馬引澤伊勢丸九四ノ一とあり、これに従 訂 した。
一八
　
小原隆夫を前掲「如蘭会員及現在生徒名簿
　
本校出身」 （ 『五十年史』 ）で確
認すると、小原は大正十五（一九二六）年に卒業し、当時、東商大専修了・不動貯蓄銀行、住所は赤坂青山北四ノ六四 となっている。不動貯蓄銀行はその後協和銀行となった。小原は三十五 の行員生活でいくつもの支店長を経験し、また組合の委員長もつとめ、退職後は医師亀谷了 請われて、目黒寄生虫館を手伝い、平成四（一 九二）年八月十日に没した。 （前掲、重松「教育問答・人さまざま（八四）─孝夫君の事例」 ） 。
一九
　「有坂博士追悼録」 （ 『国語学』一九五二年一〇月） 。この追悼録は、同年六月一五日有坂秀世博士追悼講演会における 金田一京助によ 「有坂博士の想い出」の講演録である。
二〇
　
重松「人さまざま（二四） 」 （ 『考える子ども』第一五三号、一九八四年一
月） 。
二一
　
重松「教育問答・人さまざま（二八） 」 （ 『考える子ども』第一五八号、
一九八四年十一月） 。
二二
　
前掲、慶谷 有坂秀世略伝試稿」 。
二三
　
前掲、慶谷「有坂秀世略伝試稿」 。
二四
　
記載には「委員」とあるが、他年度の役員構成の順序から「部員」の誤り
であると判断した（前掲『五十年史』一〇三頁） 。
二五
　「弁論部史」 （前掲『五十年史』九五頁〜一〇三頁） 。
二六
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（四三） 」 。
二七
　
前掲「如蘭会員及現在生徒名簿
　
本校出身」七五頁（ 『五十年史』 ） 。
二八
　
長坂端午は明治四十（一九〇七）年五月五日 端午の節句に生まれている
（市川博「長坂端午先生の死を悼む」 （ 『考える子ども』第一一三号、一九七七
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三七
　
重松「 （附）庶務委員活動記録」 （前掲『五十年史』一八九頁） 。なお岡田明
達は名簿によれば、明治四十二年十月から一中に勤務、高円寺七二二に在住（前掲「如蘭会員及現在生徒名簿
　
現職員（昭和四年九月現在） 」一頁『五十
年史』 ） 。
三八
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八四）─孝夫君の事例」 。
三九
　
前掲、重松「 （付）庶務委員活動記録」 （ 『五十年史』 ）一八九頁〜一九二
頁。なお前掲「如蘭会員及現在生徒名簿
　
本校出身」 （七五頁）の重松の上に
は、委員を示す二重丸が記されている。
四〇
　
重松が単独執筆。前掲『五十年史』九五頁〜一〇三頁。
四一
　「雑誌部」の日比谷時代後期を重松が単独執筆。昭和四年度より重松は部員となっている。前掲『五十年史』一一四頁〜一二四頁。
四二
　「水泳部史」を重松・釜澤正夫が執筆。前掲『五十年史』一六二頁〜一七五頁。
四三
　「庶務部史」を重松が単独執筆。前掲『五十年史』一七五頁〜一七七頁。
四四
　「如蘭会」を小原孝夫・重松が執筆。 「 （附）庶務委員会活動記録」を重松が単独執筆。前掲『五十年史』一八二頁〜一九二頁。
四五
　
川田正澂「緒言（昭和四年一〇月） 」 （前掲『五十年史』 ） 。
四六
　
重松「教育問答・人さまざま（一九） 」 （ 『考える子ども』第一四八号、
一九八三年三月） 澍洽会につい は、大日本日蓮主義青年団（一九一九） 、新興仏教青年同盟（一九三一）を結成し、後に治安維持法違反で検挙、投獄された妹尾義郎（一八八九─一九六一）の明治四十四（一九一一）年六月九日の日記に「第一高等学校に澍洽会といふ日蓮宗の団体が出来たそうぢや」という記述があり一高に存在していたことが確認出来る（妹尾鐡太郎・稲垣真美共編『妹尾義郎日記第 巻』国書刊行 、一九七一 一八二頁） 。
四七
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（一九） 」 。
四八
　
重松「世間虚仮
　
唯仏是眞（一） 」 （ 『集録』学習研究連盟、第五号、
一九九四年） 。
四九
　
黒上正一郎は、明治三十三（一九〇〇）年九月二十四日生まれ。明治四十
（一九〇七）年四月、徳島市新町小学校入学。大正二（一九一三）年三月、同校卒業。四月、徳島師範学校附属小学校高等科 年入学 大正三（ 一四）年三月、同高等科卒業、同校推薦にて、大正三（一九一四）年 月十 日、徳島県立商業学校入学。大正八（一九一九）年三月、同校卒業。同三月十五日、阿波商 銀行勤務。大正十 （ 二二）年秋、上京。大正十（一九二四）年、同行退職。大正十四（一九二五）年八月、第六高等学校教
授・松本彦次郎の「日本文化史論」を聴講。大正十五（一九二六）年十月十日、東京帝国大学文学部教育学教室において「聖徳太子の研究」を講演。昭和二（一九二七）年一月二十六日、徳島県板野郡東光小学校第六区教務研究会総会において「日本教化精神の総合的考察と国民教育」を講演。同一〇月十二日、東京帝国大学文学部教育学教室において「教育者としての最澄と空海」を講演。 以下略）昭和四年一二月八日、感冒に襲われる。同二十七日、病気のため徳島に帰省し静養。昭和五（一九三〇）年五月、一高昭信会により、テキストとしての黒上正一郎「聖徳太子 信仰思想と日本文化創業」が謄写刷本として成る。同九月二十一 、没。満三十一歳。 （ 黒上正一郎先生の『略年譜』と『著作目録』 」参照。黒上正一郎『聖徳太子の信仰思想と日本文化創業』国民文化研究所 一 六六年復刊初版） 。
五〇
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
五一
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
五二
　
前掲、重松「世間虚仮
　
唯仏是眞（一） 」 。
五三
　
重松「教育問答・人さまざま（五六） 」 （ 『考える子ども』第一八五号、
一九八九年五月） 。
五四
　
重松「教育問答・人さまざま（四四） 」 （ 『考える子ども』第一七三号、
一九八七年五月） 。
五五
　
前掲、 問答・人さまざ （八八）─共に歩む人（二 」 。
五六
　
その後、瑞穂会から、昭和四（一九二九）年に一高昭信会が生 れ、黒上
による同年「聖徳太子の思想信仰と日本文化創業」を講義、その後 毎水曜日に講義がなされ、昭和 （一九三〇）年に 寫刷本 なった。 （前掲「黒上正一郎先生の『略年譜』と『著作目録』 」参照） 。
五七
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
五八
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八九）─共に歩む人（三 」 。
五九
　「彙報
　
生徒卒業並修業
　
第一高等学校ニ於テ
　
去月三十一日高等学校ヲ卒
業セシ者ノ氏名」の理科乙類には、卒業生七一名中、五番目 重松 七番目に長坂の名前がある（ 『官報』第三百九十号、昭和三年四月十九日木曜日） 。
六〇
　
昭和三（一九二八）年三月三一日から八月三一日まで。発令、徳島県 「重
松鷹泰先生の略年譜」 『追悼集
　
重松鷹泰』学習研究連盟、一九九六年） 。
六一
　
長坂端午「代用教員時代の思い出（一） 」 （ 『考える子ども』第六六号、
一九六九年七月） 。なお、長坂の「代用教員時代の思い出」は、同号から連載が開始され、 「同（二） 」 （ 考える子ども』第六七号、一 六 年九月） 、 「同（三） 」 （ 『考える子ども』第七八号・一九七一年七月） 、 「同（四） 」 （ 『考える子
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ども』第七九号・一九七一年九月）がある。長坂の経歴については、市川博「長坂端午先生の死を悼む」にある「長坂先生の経歴」 （ 『考える子ども』第六六号）を参照した。
六二
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
六三
　
重松「教育問答・人さまざま（二一） 」 （ 『考える子ども』第一五〇号、
一九八三年七月） 。
六四
　
前掲、 問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
六五
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
六六
　『角川日本地名辞典
　
三六徳島県』 （角川書店、一九八六年）の橅養町
（七〇二頁） 、岡崎（一九五頁）を参照した。
六七
　
前掲『角川日本地名辞典
　
三六徳島県』大津村（一八二頁）を参照した。
人口等の数は『板野郡史』より重引。
六八
　
重松「教育問答・人さまざま（二九） 」 （ 『考える子ども』第一五八号、
一九八四年一一月） 。
六九
　
前掲、 問題・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
七〇
　
この歌は『万葉集』巻三（四一五） 、
上かみつみやのしやうとくのみこ
宮聖徳皇子、
竹たけはら
原
の
井ゐ
に
出しゆついう
遊
しし時
に、
竜たつたやま
田山
の
死しにん
人
を見て
悲ひしやう
傷
して
御つく
作
りたまひし歌一首。 （ 『新日本古典文学
大系１
　
萬葉集一』岩波書店、一九九九年）二六四頁。
七一
　
佐竹昭広他『万葉集（一） （岩波文庫、二〇一三年 二九三頁。
七二
　
都倉義孝「万葉聖徳太子歌の発想をめぐって─歌謡から短歌への背後にみ
られる文芸意識」 （ 『国文学研究』早稲田大学国文学会、第三九 、一九六九年） 。
七三
　
この点については、以下を参照。 「黒上さんの同士になった一高の学生、東
京高師の学生たちは、それぞれ昭信会、信和会という団体をつくり、黒上さんの追究の跡をついていった。黒上さんの死後、昭和六年に一高昭信 の人たちは、黒上さんの遺稿をまとめて、 『聖徳太子の信仰と日本文化創業』という本をつくった。わたしもそれを分けて頂き、改めて拝読し、感動しもう『黒上さん』とはいわず『黒上先生』と呼ばねば、気がすまなくなった。そして以後のわたし 心の源流 、ここに認 るようになったのである。 （中略）黒上さんの背後に、聖徳太子がおられるということが、そういう事態に導いたともいえそうだ。 」 （前掲、重松「教育問題・人さまざま（八八）─共に歩む人（二） 」 。
七四
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（二九） 」 。
七五
　
重松「教育問答・人ざまざま（五二） 」 （ 『考える子ども』第一八一号、
一九八八年九月） 。
七六
　
重松の以下の回想を参照。 「昭和三年（一九二八）年に、わたくしは一度奈
良を参観した。当時徳島県板野郡大津東小学校の代用教員になったばかりのわたくしは、先生方の『環境整理』という言葉に悩まされていた。 『教室を奇麗にしていくこと』かと思うと、そうではない。 『作品をたくさん掲示したならべたりすること』かと思うと、 『ゴタゴタしずぎる』と批評される。たまりかねて『環境整理というのは奈良女高師小が本家だから、そこに行って習いなさい』といっ 教えてくれない。そこで田植え休みに、奈良から吉野・十津川の方を歩きまわる序に 奈良女高師付小を訪問したのである。授業のない時、案内を乞うと、校内をみてまわる許可を得、ぐるりとまわったが、何もわかる筈がない。それなのに『環境整理というのは、小黒板をたくさんならべることだ』と理解し から、滑稽である。 」 （重松、 『教育方法論Ⅰ
　
教
育実践』明治図書、一九七五年、一二頁） 。重松「ふるさと」 （ 『学習研究』第二五九号、一九七九年六月）にも同様 記述がある。
七七
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（五六） 」 。
七八
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。
七九
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。
八〇
　
前掲、長坂端「代用 員時代の思い出（１）〜（５） 」 。
八一
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。
八二
　
前掲「如蘭会員及現在生徒名簿（昭和四年九月現在 」一五頁（ 『五十年
史』 ） 。
八三
　
前掲、重松 教育問答・人さまざま 八九）─共に歩む人（三） 」 。
八四
　
東恩納は大正八（一九一九）年六月より昭和四（一 二八）年三月まで府
立一中で歴史を担当した（前掲「如蘭会員及現在生徒名簿（昭和四 九月現在） 」一五頁『五十年史』 ） 。
八五
　
当時の重松の住所は、 「鎌倉、坂ノ下、一五九」とある 前掲「如蘭会員及
現在生徒名簿（昭和四年九月現在） 」一五頁（ 『五十年史』 ） 。
八六
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八 」 。
八七
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。
八八
　
前掲、重松「教育問答・長坂端午氏逝去」 。
八九
　
重松「歩み続ける」 （ 『学習研究』第三三 号、一九九 年六月） 。
九〇
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（四四） 」 。
九一
　
前掲、 教育問答・人さまざま（四四） 」 。
九二
　
篠原助市『教師生活五十年』 （相模書房、一九五六年）三三〇頁。
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九三
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（四三） 」 。
九四
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八七）─共に歩む人（一） 」 。
九五
　
重松「唯惜精進道」 （ 『学習研究』第三四九号、一九九四年六月） 。
九六
　
大津昌昭氏（元奈良女子大附属小副校長、学習研究連盟元幹事長）への聞
き取り（二〇一五年八月八日、於学習研究連盟夏期集会） 。大津によれば、聞くのもはばかられたが、首から下げたお守り袋について尋ねたところ、重松は袋から汗か何かでシミだらけになった紙片を取り出し、血書を見せてくれたと言う。
九七
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（八九）─共に歩む人（ ） 」 。
九八
　
重松「教育問答・まごころ（二） 」 （ 『考える子ども』第一二六号、一九七
年七月） 。
九九
　
小林正博「日蓮文書の研究（一） 」 （東洋哲学研究所紀要）第一八号
二〇〇二年） 。
一〇〇
　
前掲、重松「世間虚假・唯物是眞（一） 」 。
一〇一
　
法華経提婆達多品第十二 以下の部分。當時衆會 皆見龍 。忽然之間。
變成男子。具菩薩行。即往南方。無垢世界。坐寶蓮華。成等正覺。三十二相。八十種好。普爲十方。一切衆生。演説妙法。
一〇二
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（五六） 」 。
平成二十七年十月一日受理
